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新潟市の救急隊概要 隊 救命士 101名 救急隊員 124名 計 252名で

活動している.平成 19年の救急出動件数は,年間

当市では,平成 17年に合併し,現在,救急隊25 28,838件,一日当たり約80件である申
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○医療機関への問合せ 照会 ･回答について

<1回の割合が減少>

全国的に救急搬送のたらい回しが伝えられてい

るや,当市にあっても問合せ数が増加していた.

平成 17年 ･18寧 ･19牛を比較すると1回の割

合が減少し,2回以上複数回の問合せ割合が増加

していた.中でも,4回以上多数の問合せをしな

いと収容先が決まらない事案も平成 18年の 712

件から平成 19年の 1036件と32凄件の増加であ

り,前年比 145.5%と大幅に増加していた.これ

は,平成 19年中に救急隊が医療機関に傷病者を

搬送するために問合せをして搬送した件数 18,253

件の 17.6件に1件の割合で発生しており月平均,

約86件も発生していることになる,

<医療機関への問合せ回数の増加>

平成 19年中に救急隊が傷病者を搬送するため

に,医療機関に収容の可否を問いあわせた延べ回

数は27,650回で,平成 18年の 23,937回より

3,713担当増え,前年比 115.5%と大幅に増加してい

た,HE]]a)問合せにかかる時間 (救急隊が医療機

関に電話連絡し収容の可否の回答を受けるまで)

を平均3,8分とすると年間約235時間も病院連絡

に要する時間が増加したこととなり,おのずと医

療機関に到着するまでの搬送時間も増加すること

になる.

Ll医療機関への問合せ (照会 ･回答)に係る時間

について

対象 主な医療機関23病院で実施した.

期間 平成 19年6月1日から12月31日まで

の7ケ月間で調査した.問合せ総件数は8,874回

で最多問合せ回数は1,104回,最少問合せ回数は

43回であった.1回の照会から回答までに要する

時間は,最短で1分程度であった.また最長時間

は各医療機関で違いはありますが,最も長かった

のは30分であった.1回の照会から回答までに要

する平均回答時間の最短医療機関は2.82分で平

均回答時間の最長医療機関は4.78分であった.辛

均回答時間の厳短の2.82分,最長は4.78分であ

り当市の主な23医療機関の平均回 答 時 閲は3.86

分であった.

ま と め

救急隊は,傷病者を医療機関に搬送する際に,事

前に連綿がついている場合を除き,医療機関に傷

病者の状態等を電話にて伝え,収容の可否につい

て回答を得ている.

照会から回答まで1分程度で可能な医療機関で

あっても,場合により長時間を要しているのが現

状である.

最近の医療事情では,複数の医療機関に照会し

なければ搬送先が決まらない事案が増加 してお

り,中でも射司以 上の問合せが大幅に増加してい

る.

多くの医療機関では,交換手から看護師へと電

話がまわり,それから看讃師が医師に情報を伝え

収容の可否について判断を求めているため,時間

の多くを費やしていると推測される.

結 語

医療資源の集中している新潟市でも救急搬送に

苦嵐しているのが現状である.各医療機関は,可

能な限り迅速に収容していただきたい,

医療機関の運連な回答は,救急搬送に係る基本

的事項であることを,各医療機関は理解し,院内

の速やかな連絡体制の充実をお願いしたい.

複数回の問合せが増加している現状から今後,

救急コーディネーターの配置が早急に必要と思わ

れる.


